
新しい地域コミュニティ組織:大原自治振興会

甲賀中学校フラスバンドの皆さん

つながりづくりの出発点

大原ふれあいフ工スタ実行委員長中島 教芳

「大原はひとつ ふれあおう つ芯がろう 人と世代jをテーマに去る10月25日に開催しました 『大原

ふれあいフ工スタ』には、大原自治振興会活動の全分野にわたリ、展示・体験・販売 ・催し物芯どに、 46

団体が参加して頂きました。来場者は7百余人、大原学区の自治区・会や琶種団体、学区外の多くの活動団

体にも参加していただいたことは、これからのまちっくりの視点には欠かせ芯い外部との交流推進の意昧で、

大き芯意義があったと思います。

前田平成23年11月のフェスタにはなかった今回のペルーのダンスや韓国・ブラジルの食べ物の出屈につ

いては、外国籍の方が近くにお住まいでも出会うことがあまり芯く、交流を図る良い機会となりました。

フェスタの実行委員 (スタ ッフ)の方々の活動は、準備段階から機能的に主体的に細か芯ところまで発揮

され、改めて結束力f生み出す力の大きさを認識でき、来場の皆さまにもそれ芯りに満足して頂けたと自負す

ると共に、会場運宮にこ1里解ご、協力を賜ったことに深く感謝申し上げます。

当振興会の基本方針に掲げてあるように、今ある課題を地域間で共有し、外部ともつ芯がりながら富民協

働で共にまちづくりに取り組んでいく必要があります。このフェスタを契機に各自治区 ・会との達携はもと

よりまちづくり諸団体、行政、更には企業との良いつながりも推進していきたいと患います。

大原自治振興会ではシンボルマークを募集しています。大原学区をイメージでき、誰もがわかりやすいも

ので、色は力ラー (3色まで)・目黒を問いません。応募の様式は自由です。募集締め切りは2月27日(金)

で郵送 .FAXもしくは甲賀大原地域市民センター内の事務局までご持参ください。採用の方には記念品を贈

呈いたします。



会湯遠景
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【 部会活動報告:三 ι : 111 
11月9日 健康福祉部会と共催で第3回大原の歴史再

発見ウオークを開催。神区内の諏訪神社、延命寺芯ど

7力所を巡り、昼食には新米のおにぎりと猪鍋を提供。

11月各区ごとに空き家についてのアンケ ト調査を実

施。 学区全体では、「空き家J1放置空き家J合計で

88軒の存在が判明。

12月7日 サクラてんぐ巣病の駆除研修会をかiS，か生

涯学習館において開催。

呈山交流事業について、次年度事業化に向けての実

施要項を作成中。

サロン用備品に「笑いヨガJDVDと 「紙芝居木枠jを追加

購入。

1100万歩運動j達成の記念品の引換、 2月10日まで。

12月9日 部会員と各区代表者等による“高齢者見守り等

ネットワーク作リ"について滋賀地方自治研究センター理事

北川憲司さんを講師に、次年度実施に向けて検討会を開催。

1月認知症サポータ一養成講座開催予定。

病|志木から?

防犯灯のLED化、各区より要望の18基交換完了。学区内の約半数に達し

今後とも継続。

11月8日 大原小PTAと協力し通学路の安全点検を実施。

11月29日 葉ボ、タンの紅己15セット30本づ、つを各区に配布。

JR甲費駅北口ターミナルへのパンジー橿替えは2月に実施予定。

大原学区の避難所マップを作成 (特に水害発生予想箇所を明示)し、各

戸へ配布予定。

10月10巴 甲賀中学校全生徒を対象に、 {弗教大学教授原清

治さんによる「ネット社会における中学生の人権問題を考え

るj講演会を実施。具体的で分かり男く諭すよう芯語リ口に、

生徒は終始熱心に聞き入っていました。

1月28日大原小学校の保護者等を対象lこ、日本アドラ一心理

学会顧問岸見一郎さんによる「いじめ問題と家庭の役割J(子

どものsosにどう対処すればよいか)についての講演会開催

予定。

あいにくの雨ー諏訪神社

新たに植替えた葉ボタン 大原市場補陀楽寺

甲賀中学校人権学習
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あけましておめでと うございます。昨年の「大原ふれあいフェスタjにお出掛け

されましたか?大層な賑わいでしたネ。出自 ・展示芯どの全部は載せられませんで

したが、内ページに写翼で再現しました。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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